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Ⅲ近代初期関係

１「沖縄県日誌」

本データベースは上杉県令｢沖縄県日誌｣より抽出した気象情報に関するデータである。

テキストは、琉球政府編「沖縄県史、上杉県令関係日誌」（琉球政府、1965,国書刊行

会にて１９８９年復刻）を使用した。

｢沖縄県日誌」明治１３年自５月至６月
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午前晴

午後晴

午前晴

午前雨

午前晴

午前晴

午前雨

午前曇

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前曇

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前曇

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前曇

午前晴

午前雨

午前晴

午前霧

午前曇

午前晴

同
同
晴
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
雨
同
同
同
同
同
晴
同
同
晴
同
晴
晴
晴
同
同
晴
同
晴
同
晴
同
同

後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
前
前
後
後
後
後
後
後
後
後
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午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
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午
午
午
午
午
午
午
午
午
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午
午
午
午
午
午
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針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
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暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑

寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
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寒

６
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６
５
６
６
４
４
７
６
０
２
６
４
７
７
７
７
６
６
７
６
５
６
４
５
３
４
６
４
４
２
５
７
６
６
６
５
２
２

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
．
８
８
８
８

午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午

正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正

ｐ２２４９月２日｜日７月２８日

ｐ２２６９月３日１日７月２９日

ｐ２２７９月６日旧８月２日

ｐ２２８９月７日旧８月３日

ｐ２３０９月８月１日８月４日

ｐ２３１９月９日｜日８月５日

ｐ､２３３９月１０日旧８月６日

ｐ２３４９月１１日１日８月７日

ｐ２３５９月１３日旧８月９口

ｐ２３６９月１４日｜日８月１０日

ｐ２３７９月１５日｜日８月１１日

ｐ２３７９月１６日｜日８月１２日

ｐ２３８９月１７日１日８月１３日

ｐ２３９９月１８日旧８月１４日

ｐ２３９９月２０日１日８月１６日

ｐ２４０９月２１日１日８月１７日

ｐ２４１９月２２日旧８月１８日

ｐ２４２９月２４日｜日８月２０日

ｐ２４２９月２５日｜日８月２１日

ｐ､２４４９月２７日旧８月２３日

ｐ24５９月２８日旧８月２４日

ｐ２４６９月２９日｜日８月２５日

ｐ２４６９月３０日１日８月２６日

ｐ２４７１０月１日旧８月２７日

ｐ２４８１０月２日旧８月２８日

ｐ､２４９１０月４日旧９月１日

ｐ２５０１０月５日｜日９月２日

ｐ２５１１０月６日１日９月３日

ｐ､２５２１０月７日旧９月４日

ｐ２５２１０月８日１日９月５日

ｐ２５３１０月９日旧９月６日

ｐ２５４１０月１０日旧９月７日

ｐ２５４１０月１１日１日９月８日

ｐ２５６１０月１２日旧９月９日

ｐ２５７１０月１３日１日９月１０日

ｐ２５８１０月１４日旧９月１１日

ｐ２５９１０月１５日１日９月１２日

ｐ２５９１０月１６日旧９月１３日

ｐ２５９１０月１７日旧９月１４日

ｐ２６０１０月１８日旧９月１５日

Ｌ
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１０月１９日旧９月１９〔１６力〕日

１０月２０日１日９月１７日（水）

１０月２１日１日９月１８日（木）

１０月２２日旧９月１９日（金）

１０月２３日１日９月２０日（士）

１０月２５日旧９月２２日（月）

１０月２６日旧９月２３日（火）

１０月２７日旧９月２４日（水）

１０月２８日旧９月２５日（木）

１０月２９日旧９月２６日（金）

１０月３０日|日９月２７日（士）

１０月３１日旧９月２８日（日）

（火）午

午前晴

午前晴

午前晴

午前雨

午前晴

午前晴

午前曇

午前雨

午前曇

午前雨

午前雨

午前晴 午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

正午８０

正午８０

正午８２

正午８２

正午７６

正午８０

正午７７

正午７７

正午７２

正午７９

正午７８

正午８３

１
２
４
５
６
６
７
８
１
２
３
３

６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

｢沖縄県日誌」明治１４年自５月至６月

３
３
３
３
３
５
３
５
６
６
１
０
１
１
３
５
５
５
７
７
２
８
１
７

８
８
８
８
８
８
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
７
７
７
８
７

午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午

正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前曇

午前雨

午前晴

午前晴

午前雨

午前曇

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前曇

午前曇

午前晴

午前曇

午前晴

同
同
同
同
同
同
同
同
同
曇
同
同
曇
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同

後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後

午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午

針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針

暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑

寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒

Ｊ
１
１
１
１
Ｊ
Ｊ
１
１
Ｊ
１
１
１
１
Ｊ
１
１
Ｊ
１
Ｊ
１
１
１
１

月
火
水
木
金
士
月
火
水
木
金
士
月
火
水
木
金
士
月
火
水
木
金
士

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

旧４月５日

１日４月６日

旧４月７日

１日４月８日

旧４月９日

旧４月１０日

旧４月１２日

旧４月１３日

旧４月１４日

１日４月１５日

１日４月１６日

旧４月１７日

|日４月１９日

旧４月２０日

旧４月２１日

旧４月２２日

旧４月２３日

旧４月２４日

旧４月２６日

旧４月２７日

旧４月２８日

１日４月２９日

旧４月３０日

|日５月１日

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

日
日
日
日
日
日
日
０
１
２
３
４
６
７
８
９
０
．
１
３
４
５
６
７
８

２
３
４
５
６
７
９
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

７
８
９
０
１
３
３
４
５
６
７
７
７
８
９
０
１
２
２
３
４
４
６
７

７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
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ｐ
ｐ
ｐ
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ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
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ｐ
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Ⅲ－１「沖縄県日誌」

７
９
７
７
０
９
７
８
８
３
４
６
７
８
８
７
７
９
８
５
９
９
９
８
０
８

７
７
６
７
８
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
８

午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午

正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

午前晴

午前晴

午前雨

午前晴

午前曇

午前雨

午前晴

午前晴

午前晴

午前曇

午前曇

午前晴

午前晴

午前晴

（木）午前晴

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後雨

午後晴

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後晴

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

旧５月３日（月）

旧５月４日（火）

旧５月５日（水）

旧５月６日（木）

１日５月７日（金）

旧５月８日（士）

旧５月１０日（月）

旧５月１１日（火）

１日５月１２日（水）

旧５月１３日（木）

旧５月１５日（士）

旧５月１７日（月）

旧５月１８日（火）

旧５月１９日（水）

旧５月１６〔２０力〕日

旧５月２１日（金）

旧５月２２日（士）

１日５月２５日（火）

旧５月２６日（水）

旧５月２７日（木）

旧５月２８日（金）

１日５月２９日（土）

旧６月２日（月）

旧６月３日（火）

１日６月４日（水）

旧６月５日（木）

０
１
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

日
日

１
３
４
５
６
７
８
１
２
３
４
５
７
８
９
０

３
３
１
２
３
４
６
７
８
９
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
３

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

８
９
９
０
肥
肥
皿
似
朋
Ⅱ
ｍ
ｎ
ｎ
ｎ
皿
皿
旧
Ⅳ
Ⅳ
肥
皿
凹
刈
皿
朋
刈

羽
刈
羽
別
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

午前晴

午前晴

午前晴

午前曇

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

｢沖縄県日誌」明治１４年自７月至８月

８
９
９
９
９
０
０
０
１
０

８
８
８
８
８
９
９
９
９
９

午
午
午
午
午
午
午
午
午
午

正
正
正
正
正
正
正
正
正
正

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

１
１
１
１
１
１
１
１
Ｊ
１

金
月
火
水
木
金
士
月
火
水

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

ｐ３２７７月１日

ｐ３２８７月４日

p､３２９７月５日

ｐ３２９７月６日

p､３２９７月７日

ｐ３２９７月８日

ｐ３３０７月９日

ｐ３３２７月１１日

ｐ３３３７月１２日

ｐ３３３７月１３日

旧６月

１日６月

旧６月

旧６月

旧６月

１日６月

１日６月

旧６月

|日６月

旧６月

６日

９日

１０日

１１日

１２日

１３日

１４日

１６日

１７日

１８日
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午前雨

午前曇

午前曇

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前雨

午前晴

午前曇

午前晴

午前晴

午前晴
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旧６月１９日

１日６月２０日

旧６月２１日

|日６月２３日

１日６月２４日

旧６月２５日

旧６月２６日

１日６月２７日

１日６月２８日

旧７月１日

旧７月２日

旧７月３日

１日７月４日

１日７月７日

旧７月９日

旧７月１０日

旧７月１１日

旧７月１２日

１日７月１４日

旧７月１５日

旧７月１６日
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旧閏７月２日

旧閏７月３日

旧閏７月５日

旧閏７月６日

１日閏７月７日

｢沖縄県日誌」明治１４年自９月至１０月
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Ⅲ－１「沖縄県日誌」
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ｐ３６３９月１日旧閨７月８日

ｐ３６４９月２日旧閨７月９日

ｐ３６４９月３日１日閏７月１０日

ｐ３６４９月５日１日閏７月１２日

ｐ３６６９月６日旧閏７月１３日

ｐ３６８９月７日１日閏７月１４日

ｐ３６９９月８日旧閏７月１５日

ｐ３６９９月９日１日閏７月１６日

ｐ３７０９月１０日１日閏７月１７日

ｐ３７０９月１２日旧閏７月１９日

ｐ３７０９月１３日旧閨７月２０日

ｐ３７１９月１４日１日閏７月２１日

ｐ３７３９月１５日旧閨７月２２日

ｐ３７４９月１６日旧閨７月２３日

ｐ３７５９月１７日旧閏７月２４日

ｐ３７６９月１９日旧閏７月２６日

ｐ３７８９月２０日旧閏７月２７曰

ｐ３７８９月２１日旧閏７月２８日

ｐ３７９９月２２日旧閏７月２９日

ｐ３８０９月２３日旧８月１日～

ｐ３８０９月２４日旧８月２日

ｐ３８１９月２６日旧８月４日

ｐ３８３９月２７日Ｉ日８月５日

ｐ３８４９月２８日旧８月６日

ｐ３８５９月２９日旧８月７日

ｐ３８５９月３０日旧８月８日

ｐ３８９１０月１日１日８月９日

ｐ､３９０１０月３日旧８月１１日

ｐ３９４１０月４日旧８月１２日

ｐ３９５１０月５日｜日８月１３日

ｐ３９６１０月６日旧８月１４日

ｐ３９６１０月７日旧８月１５日

ｐ３９７１０月８日旧８月１６日

ｐ３９７１０月１０日|日８月１８日

ｐ３９９１０月１１日|日８月１９日

ｐ３９９１０月１２日旧８月２０日

ｐ４００１０月１３日|日８月２１日

ｐ４０１１０月１４日旧８月２２日

ｐ４０２１０月１５日１日８月２３日

ｐ４０２１０月１７日旧８月２５日
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｢沖縄県日誌」明治１４年自１１月至１２月
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１１月１日旧９月１０日

１１月２日旧９月１１日

１１月３日旧９月１２日

１１月４日１日９月１３日
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１１日７日旧９月１６日

１１月８日旧９月１７日
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寒暑針正午７４午前晴 午後同(火）ｐ５２１２月２８日旧正月１１日
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１
Ｊ
ｊ

士
月
火
水
木
金
士

く
く
く
く
く
く
く

午後同

午後同

午後同

午後同

午後曇

午後同

午後同

ｐ５５１４月１日

ｐ５５１４月３日

ｐ５５１４月４日

ｐ５５２４月５日

ｐ５５３４月６日

ｐ５５３４月７日

ｐ５５４４月８日

旧２月

旧２月

旧２月

旧２月

１日２月

旧２月

旧２月

１４日

１６日

１７日

１８日

１９日

２０日

２１日

－２３４－



日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

１
２
３
４
５
７
８
９
０
１
４
５
６
７
８
９

９
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

５
８
９
０
１
２
２
４
４
４
６
６
６
６
７
８
０

５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

旧２月２３日（月）

旧２月２４日（火）

旧２月２３〔２５力〕日

午前晴

午前晴

（水）午前晴

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

針
針
針
針
針
針
針
針
．
針
針
針
針
針
針
針
針
針

暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑

寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒

正午８１

正午８２

正午８２

正午７５

正午６９

正午７１

正午７３

正午７５

正午７４

正午７６

正午８０

正午７９

正午８０

正午８０

正午７９

正午７５

正午７７

午前曇

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前曇

午前曇

午前曇

午前晴

午前晴

午前晴

午前曇

午前雨

午前晴

Ｊ
１
１
１
１
Ｊ
１
Ｊ
１
１
Ｊ
１
Ｊ
１

木
金
土
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
士

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

旧２月２６日

旧２月２７日

旧２月２８日

旧２月３０日

旧３月１日

旧３月２日

旧３月３日

１日３月４日

旧３月７日

旧３月８日

１日３月９日

旧３月１０日

旧３月１１日

旧３月１２日

｢沖縄県日誌」明治１５年５月

１
Ｊ
１
Ｊ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

月
火
水
木
金
士
月
火
水
木
金
士
月
火
水
木
金
士
月
火

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

午前雨

午前雨

午前晴

午前雨

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前曇

午前雨

午前晴

午前晴

午前曇

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午後同

午後同

午後同

午後曇

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針

暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑

寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒

４
６
９
２
８
６
８
１
１
２
１
９
８
１
３
７
９

７
７
７
８
７
７
７
８
８
８
８
７
７
８
８
７
７

午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午

正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

日
日
日
日
日
日
・
日
日
０
１
２
３
５
６
７
８
９
０
２
３

１
２
３
４
５
６
８
９
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

３
４
５
５
５
７
８
８
８
８
９
０
０
３
４
４
５
７
７
８

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

旧３月１４日

１日３月１５日

旧３月１６日

１日３月１７日

旧３月１８日

１日３月１９日

旧３月２１日

旧３月２２日

旧３月２３日

１日３月２４日

旧３月２５日

旧３月２６日

旧３月２８日

旧３月２９日

旧４月１日

旧４月２日

１日４月３日

旧４月４日

旧４月６日

旧４月７日

正午9(ママ）

正午７９

正午８０

－２３５－



Ⅲ－１「沖縄県日誌」

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

正午７８

正午８１

正午８７

正午７８

正午７７

正午７５

正午7８

午前晴

午前曇

午前雨

午前曇

午前曇

午前雨

午前曇

午後同

午後同

午後同

午後同

午後同

午後晴

午後同

１
１
１
１
１
１
１

水
木
金
土
月
火
水

く
く
く
く
く
ｌ
く

旧４月８日

旧４月９日

旧４月１０日

１日４月１１日

１日４月１３日

旧４月１４日

１日４月１５日

ｐ５８８５月２４日

ｐ５８９５月２５日

ｐ５９０５月２６日

ｐ５９１５月２７日

ｐ５９２５月２９日

ｐ５９２５月３０日

ｐ５９２５月３１日

｢沖縄県日誌」明治１５年６月

午前晴

午前晴

午前晴

午前曇

午前晴

午前晴

午前晴

午前曇

午前雨

午前雨

午前雨

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

午前晴

同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
曇
同
同
同
同
同
同
同
同
同
晴
同

後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後

午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午

針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針

暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑
暑

寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒
寒

９
１
３
９
０
１
５
４
０
９
９
５
６
８
８
８
８
７
９
９
９
８

８
８
８
７
８
８
８
８
８
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
午
・
午
午
午
午
午
午
午

正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

木
金
士
月
火
水
金
月
火
水
木
金
土
月
水
木
金
士
月
火
水
金

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

日
日
日
日
日
日
日
２
３
４
５
６
７
９
１
２
３
４
６
７
８
０

１
２
３
５
６
７
９
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
３

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

５
５
５
６
６
７
７
７
８
８
８
９
９
９
０
１
１
２
５
６
６
６

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

旧４月１６日

旧４月１７日

旧４月１８日

旧４月２０日

旧４月２１日

１日４月２２日

１日４月２４日

１日４月２７日

旧４月２８日

旧４月２９日

１日４月３０日

旧５月１日

旧５月２曰

１日５月４日

旧５月６日

旧５月７日

１日５月８日

１日５月９日

旧５月n日

旧５月１２日

旧５月１３日

旧５月１５日

｢沖縄県日誌」明治１５年自７月至８月

寒暑針正午８９強

寒暑針正午８８

午前晴

午前晴

午後同

午後同

１
１

月
火

く
く

ｐ６０９７月３日旧５月１８日

ｐ６０９７月４日旧５月１９日

－２３６－



午前８時大雨驍雨頃刻晴午後同

寒暑針正午８７

午前晴午後同寒暑針８９強

午前微雨午後晴寒暑針（欠）

午前晴午後同寒暑針９０

午前晴午後同寒暑針９０

午前晴午後同寒暑針９０

午前晴午後同寒暑針正午８８

午前晴午後同寒暑針正午８８

午前晴午後同寒暑針正午９０

午前晴午後同寒暑針正午９０

午前晴午後同寒暑針正午(欠）

午前地震午後晴寒暑針９０

午前晴午後同寒暑針８９強

午前陰午後同大風寒暑針８６

午前晴午後同風寒暑針８６強

ｐ６０９７月６日旧５月２１日 (水）

Ｊ
１
Ｊ
１
１
１
１
Ｊ
１
１
１
１
１
Ｊ
１
１
Ｊ
１
１
１
Ｊ
１
１
１
Ｊ
１
１
１
１
１
１
Ｊ
ｊ

士
水
水
金
月
水
木
金
士
月
火
木
火
木
士
月
火
木
金
土
日
月
水
木
金
火
水
木
土
日
月
水
木

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

１
２
４
７
９
０
１
２
４
５
７
日
日
日
日
日
０
１
２
３
４
６
７
８
２
３
４
６
７
８
０
１

８
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
１
３
５
７
８
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
３
３

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

０
０
０
０
０
１
１
１
２
３
３
３
３
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
６
６
６
７
７
７
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

旧５月２３日

旧５月２６日

旧５月２７日

旧５月２９日

旧６月３日

旧６月５日

旧６月６日

旧６月７日

旧６月８日

旧６月１０日

旧６月１１日

旧６月１３日

旧６月１８日

旧６月２０日

旧６月２２日

旧６月２４日

旧６月２５日

１日６月２７日

旧６月２８日

１日６月２９日

旧６月３０日

１日７月１日

旧７月３日

旧７月４日

旧７月５日

午前風雨午後同

午前午後(欠）

午前晴午後同

午前晴午後同

午前晴午後同

午前風雨午後陰

午前雨午後陰

午前陰午後同

午前晴午後同

午前晴午後同

午前曇午後同

午前陰午後同

午前陰午後雨

午前晴午後同

午前晴午後同

午前晴午後同

午前晴午後同

午前晴午後同

午前晴午後同

寒暑針８１

寒暑針正午８９

寒暑針８８

寒暑針８６

寒暑針８５

寒暑針８６

寒暑針８５

寒暑針８５強

寒暑針正８５

寒暑針正午８４

寒暑針正午８４

寒暖計８５度

寒暖計８４度

寒暖計８８度

寒暖計８８度

寒暖計８６度

寒暖計８７度

寒暖計８７度

寒暖計８９度

｢沖縄県日誌｣明治１５年自９月至１０月

午前晴午後同ｐ６２１９月１日｜日７月１９日（金） 寒暑針正午８９
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Ⅲ－１「沖縄県日誌」

寒暑針正午８６度
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｢沖縄県日誌｣明治16年自１月至２月
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３
３
３
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３
３
３
３
３
３

３
３
３
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４
４
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６
６
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０
１
２
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３
３
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６
６
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午前地小震
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Ⅲ－１「沖縄県日誌」

陰寒暑針正午７１度

陰寒暑針正午７４度

午前雨午後陰寒暑針正午72度

午前陰大風午後同寒暑針正午７４度

午前晴午後晴寒暑針正午74度

午前陰午後雨寒暑針正午７２度

午前風雨午後風寒暑針正午７６度

午前晴午後晴寒暑針正午76度

午前晴午後同寒暑針正午７９度強

午前陰午後同寒暑針正午８１度

午前。午後晴寒暑針正午７３度

午前陰午後半晴寒暑針正午74度

午前陰午後細雨時至寒暑針正午７８度

午前雨午後陰寒暑針正午８０度

午前晴午後同寒暑針正午８１度

午前晴午後同寒暑針正午８３度

午前。午後晴寒暑針正午８３度

午前。午後晴寒暑針正午84度

午前雨午後晴寒暑針正午８３度

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

１
日
日
日
日
日
０
２
３
４
６
７
８
４
５
６
７
８
０

３
２
３
４
７
９
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
３

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

３
４
４
４
４
４
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４
４
４
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４
４
４

４
４
５
５
５
５
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６
６
７
７
８
８
８
９
９
９
０

８
８
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８
９

６
６
６
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６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

●
■
●
凸
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●
⑤
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●
■
●
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■
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⑰

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

｢沖縄県日誌」明治１６年自５月至６月

午前晴午後陰

午前曇午後同

午前曇午後同

午前陰午後同

午前陰午後同

午前陰午後同

午前晴午後同

午前晴午後同

午前晴午後同

午前晴午後同

午前。午後晴

午前晴午後同

午前。午後晴

午前曇午後雨

午前晴午後曇

午前雨午後同

午前曇午後同

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

日
日
日
日
日
日
日
０
１
２
４
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２
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２
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５
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寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針

寒暑針
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０
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０
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午前曇午後同
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午前曇午後雨

午前雨午後同

午前晴午後半晴

午前半晴午後同

午前曇午後同

午前・午後陰

午前晴午後同

午前晴午後同
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午前曇午後同
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午前曇

午前晴
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午前晴

午前晴

午前晴

午前晴
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午後同
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２「上杉県令沖縄県巡回日誌」

本データベースは、「上杉県令沖縄県巡回日誌」より気象、災害に関する情報を抽出した

ものである。はじめに気象関係情報を整理し、次に上杉茂憲県令が各間切において行った

問答より得られた災害情報を整理・要約して記載した。なおテキストは、琉球政府編『沖

縄県史、上杉県令関係日誌」（琉球政府、1965,国書刊行会にて1989年復刻）を使用し

た。

○気象関係

｢沖縄本島巡回日誌島尻之部」明治１４年１１月

11月８日「微雨、朝寒暑針八十五度」

11月９日兼城番所医分局、「曇、朝寒暑計八十二度」

11月１０日喜屋武間切「朝寒暑七十九度、午前九時五分、喜屋武ヲ発ス」

１１月１０日真壁番所「午後一時二十五分、真壁番所ヲ辞ス、路左二折ル、村ヲ離

ルー丁余、松竹ノ間を過ルー、雨滴至ル…（中略）…中座、与座、安里等ノ数村

ヲ経ル、雨滴晴ル」

１１月１０日具志頭番所「是夜風雨定マラス」

11月１１日具志頭「１１日朝晴、寒暑針七十八度、旭日杲々トシ昇ル、天気清朗ナ

３
５
６
７

●
●
●
●

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

７
７
●
●

ｐ
ｐ

リ」

１１月１２日東風平「晴雨不定、朝寒暑針七十八度」

１１月１３日佐敷番所「曇、朝寒暑針七十五度」

ｐ９

ｐｌｌ

｢沖縄本島巡回日誌中頭・国頭之部」明治１４年１１月

「密雲雨プラス、天色冥々タリ」

中頭番所、「晴、朝冷気甚シク、寒暑計六十六度」

中城番所、「昧爽ヨリ早起ス、宿雲楯ヲ払上、残月人二迫ル」

美里番所、「晴、朝寒暑針六十八度」

与那城番所、「晴、朝寒暑針七十二度」

具志川番所、「晴、朝寒暑針、七十一度」

金武番所、「朝曇天、寒暑針七十七度」

久志番所、「晴、朝寒暑針七十七度」

羽地国頭役所、「曇天、寒暑針七十度」

大宜味番所、「晴、朝寒暑針六十八度」

１１月１４日

１１月１５日

１１月１６日

１１月１７日

１１月１８日

１１月１９日

１１月２０日

１１月２１日

１１月２２日

１１月２３日

５
６
８
０
２
４
６
８
９
２

１
１
１
２
２
２
２
２
２
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

｢沖縄本島巡回日誌国頭郡之部」明治１４年１１月
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Ⅲ－２「上杉県令沖縄県巡回日誌」

国頭番所、「曇、朝寒暑針六十五度」

奥村金城親安の家、「晴、朝寒暑針六十七度」

安波村、「晴、朝寒暑針六十四度」

国頭番所、「晴、朝寒暑針六十七度」

羽地国頭番所、「寒暑針七十四度」

今帰仁番所、首里警察分署、「晴、朝寒暑六十九度」

本部番所、「晴、朝寒暑針六十八度」

名護番所、「晴、寒暑針六十七度」

恩納番所、「晴朝、寒暑針六十四度」

読谷山番所、「曇、寒暑針七十二度」

浦添番所、「雨、朝寒暑針七十七度」

１１月２４日

１１月２５日

１１月２６日

１１月２７日

１１月２８日

１１月２９日

１１月３０日

１２月１日

１２日２日

１２日３日

１２日４日

弱
師
羽
仙
虹
偲
妬
蛆
印
肥
肥

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

｢先島巡回日誌久米島之部」明治１５年８月

７月２７日那覇港、好天が続き、予定より早く「汽船貫効丸」が帰港する。

７月３０日那覇港、先島行きの「汽船貢効丸」が出港する寸前に、暴風雨にあい出

港を延期する｡数日間は､曇り空が続き､海上の風も強く船の運航が出来なかった。

ｐ５９

ｐ５９

十数日後海上の天気が落ち着く。

８月１６日那覇港、晴天で「微風」があった。正午寒暑針八十二度。

８月１７日那覇港、快晴で、風もなく穏やかな天気であった。

久米島役所、この夜は「寒暑針八十五度、終日晴天」

８月１８日久米島役所、「朝寒暑針八十一度」

８月１８日仲里問切儀間村、「朝寒暑針八十九度」

８月１８日この曰は一日中晴天であり、海上もかなり平穏であった。

ｐ６０

ｐ６０

２
３
４

６
６
６

●
●
●

ｐ
ｐ
ｐ

｢先島巡回日誌宮古島之部」明治１５年８月

８月１９日この夜寒暑針八拾二度、一日中「晴雨」定まらなかった。

８月２０日朝寒暑針八拾度

８月２０日夜寒暑針八十度．

８月２２（２１か）日朝寒暑針八十一度

８月２２日朝寒暑針八十一度

８月２２日正午寒暑針八十四度

８月２２日この夜寒暑針八十三度

８月２３日朝寒暑針八十一度

８月２３日十時四十五分、寒暑針八十九度に上昇する。

７
７
３
３
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｢先島巡回日誌八重山島之部」明治１５年８月

ｐ８６８月２４日この日時々「細雨」が降っていたが、海上は風がなく特に波が穏やかで

航路には差し障りはなかった。

ｐ８６８月２４日この夜寒暑針八十四度、一日中「陰天」であった。

ｐ８６８月２５日朝寒暑針八十二度

○上杉県令、問答など

以下のデータは、Ｎｏ．頁／日にち／場所／項目、内容の順に記している。

｢沖縄本島巡回日誌島尻之部」明治１４年１１月

No.lp3／11月８日／小禄番所／小禄間切の作物生育状況

当秋からの作物は、二三月から蕃薯の実りが良く、飯料は不足していない。

No.２ｐ３／11月８日／小禄番所／台風

「大風」は以前あったが、たいした損害にならず、廿蒔も貢糖の分は、十分収穫できる。

No.３ｐ５／１１月９日／喜屋武番所／台風の災害

甘蕨は「大風」により損害を被り、蕃薯は海岸の「畉畝」に植えていたが、「怒涛」に「侵

凌」され損害を被り、「違作」となった。

No.４ｐ６／１１月１０日／喜屋武／台風対策

道を右におれて行くと、村家の周囲に皆、「密竹」があり、これを「土人」に聞くと、普通

は「腿風」を防ぎ、かつ砂糖樽の帯竹を作るために植えていると答えた。

No.５ｐ６／１１月１０日／摩文仁番所／台風時の高潮による被害

海のそばに多くの間切があるため、「猛烈ノ腿風」が起こったときに、「怒涛」が「蕃薯」

「廿薦」の畑に降りかかり、そのため「往々不慮ノ違作」に遭い、以前からの被害が重な

り、巨額の負債となり、その額およそ壱万二千円となる。

No.６ｐ７／11月１０口／具志頭番所／作物の生育状況

蕃薯は例年より不足している。思うに砂糖が高価なため、甘蕨を多く植え、蕃薯を少なく

植えているためではないだろうか。

No.７ｐ・10／11月１２日／富里村東風平分署／凶作について

穀物は２年も凶作が続き、上納に困ったため、このような大負債に及んだのである。ただ
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Ⅲ－２「上杉県令沖縄県巡回日誌」

し、本年の作物は、まずはかなりの出来である。

No.８pll／１１月１２日／佐敷番所／作物の生育状況について

穀物は、本年は「中等」の出来である。蕃薯は各間切と同じで、貢米はおよそ三百石であ

る。当間切は海に近いため、少しの風雨で、潮水があがり、よく「違作」になることがあ

る。

No.９ｐ､11／11月１２日／佐敷番所／負債の原因

凶作のときに、貢納に困り、負債が増えている。また凶作に遭えば、又々負債が増加する

ことになる。

No.l0Pl2／11月１３日／大里番所／多雨による被害

蕃薯は、「霧雨」により「違作」となる。

No.l1pl2／11月１３日／南風原番所／作物の生育状況について

当年の「作並」は通常通りで、甘庶は「風災」なし。

｢沖縄本島巡回日誌中頭・国頭之部」明治１４年１１月

No.lpl5／11月１４日／西原番所／作物の生育状況

米穀は、昨年は雨と寒さに害を受け「違作」となった。廿薦は「作並」は良い。

No.２pl6／11月１４日／中頭役所／作物の生育状況

米は中作、薯は雨に傷み、収穫高が不足している。しかし、食糧不足には至っていない。

No.３pl6／11月１４日／中頭役所／台風、鼠害

廿蕨は少し「風災」にて損害をこうむり、「鼠難」等が前年にはあったが、現在はない。

No.４pl8／11月１５口／中城番所／作物の生育状況

旧藩の時に比べれば、生活は送りやすいが、昨冬より、本年の二三月のころまでは、蕃薯

に乏しく、蘇鉄を食べる状態となる。

No.５ｐ､18／11月１５日／中城番所／廿蕨の収穫状況

砂糖の焼高、合計およそ十九万斤、穀物は少し「風災」にあったが、まずは中等ほどの出

来である。

No.６pl9／11月１６日／越来番所／作物の生育状況

作物の「作並」は「中作」である。
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No.７pl9／11月１６日／越来番所／食糧の供給状況

二三月ごろは薯が不足していたが、現在は食料が足りている。

Ｎｏ８ｐ､19／11月１６日／越来番所／「貧寶」の状況

「貧寶ノ者」が問切に多く、凶作が原因である。

No.９pl9／11月１６日／美里番所／食糧の供給状況

作物は、二三月ころは、食料不足であったが、現在は供給は足りている状況である。

No.l0p21／11月１７日／勝連番所／作物の生育状況

穀物は、「中作」である。蕃薯は特別の「損耗」なし。綿花は、家々の衣装を製作する分に

は不足はない。製糖は、総額六万斤である。この間切では「窮乏ノモノ」はなく、村々の

生活は送りやすく、「難渋ノ者」はいない。

No.l1p22／11月１７日／与那城番所／所轄内の島々の作物の生育状況

所轄内の島々では、薯、麦、米、豆等を生産し、食糧に不足はないが、平安座は、少々不

足している。しかし「漁業ノ利」により畑作を補助している。「高離｣、「伊計」の二島は、

島中の作物で、自活することができる。

No.l2p23／11月１８日／具志川番所／潮害

作物の収穫は時々潮が吹き上げることにより凶作となる。

No.l3P23／11月１８日／具志川番所／作物の生育状況

蕃薯は三四月ごろは、不足していたが、現在は不足していない。砂糖は、上納高十万斤く

らいで、焼過糖は一切ない。

No.l4p23／１１月１８日／具志川番所／「霧雨」

蕃薯は、「霧雨」により凶作となる。

No.l5p23／11月１９口／具志川番所／鼠害

鼠害が時々あり、鼠は風に倒れた根を食べる。

No.l6P25／11月１９日／金武番所／作物の生育状況

米と甘薦の生育状況は例年より良いが、薯が不作で五月、六月より困っていたが、現在は

不足はない。

No.l7p25／１１月１９日／金武番所／「霧雨」

蕃薯は「霧雨」により不作となる。

No.１８ｐ27／11月２０日／久志番所／作物の生育状況
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Ⅲ－２「上杉県令沖縄県巡回日誌」

本年の作物は、「近年中の豊作」である。藍は三千斤で、風にて少し損害が出た。

No.l9p27／11月２０日／久志番所／備蓄状況

儲蓄米は村々にあり、県令により少しずつ増やしていくことを一言役人たちに伝えた。

NO20p､28／11月２１日／羽地番所／備蓄状況

「恐慌」のために「儲蓄米」を貯えているがく間切は田畠狭<、麦粟等は多くないが、籾

は毎年三十石ほど貯える。現在は去年の飢饅により「官」の許可を得て、村々へ配分した

ため、今は去年の蘇鉄を食べている。

No.２１ｐ28／11月２１日／羽地番所／「霧雨」と旱魎

四五月ころ「霧雨」により、七八月ころは旱紘により「違作」となる。

Ｎｏ２２ｐ,28／11月２１日／羽地番所／備蓄食糧の使用状況

「儲蓄米」は飢饅の時だけでなく申し出るものがあれば「扶助」する。

No.２３ｐ31／11月２２日／大宜味番所／食糧事情

蕃薯は三月ころ､他間切と同様に不足するため､粟などを混ぜて食糧とする｡例年ならば、

食糧は現在「余リアル程」であるが、当年はわずかに食用にあてるくらいなので、冬季に

なったときにどのように対処するか、思案している。

No.２４ｐ31／11月２２日／大宜味番所／作物の生育状況

当間切の食糧事情の悪化は、「風雨ノ障碍｣によるものでもあるが、どういうわけか｢違作」

となってしまった。米は「中作」であるが、藍は多く生産したので、自家用に当てている。

No.２５ｐ､31／11月２２口／大宜味番所／備蓄状況

貯米を貯える場所は、二ヶ所あり、年々籾二十五石ずつ貯えている。

No.２６ｐ33／11月２３日／奥間村国頭番所／作物の生育状況

当年の作物は収穫が良く、米も充分である。しかし、藍は違作である。

No.２７ｐ33／11月２３日／奥間村国頭番所／備荒状況

薯は昨秋から当秋まで不足し、蘇鉄を食べている。当夏からは薯の供給は充分である。

No.２８ｐ33／11月２３日／奥間村国頭番所／餓死状況

各間切中に､四五村は負債が多く、貧困の村がある。その困難な村方では､負債はあるが、

飯料には不足していない。

No.２９ｐ33／11月２３日／奥間村国頭番所／伝染病（赤痢）

一昨年の「虎列拉病」におよそ五十人位の人々がかかっている。
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｢沖縄本島巡回日誌国頭郡之部」明治１４年１１月

No.lp36／２４日／「奥村金城親安ノ家」／食糧の供給状況

奥村の蕃薯の供給状況は良好。

Ｎｏ２ｐ､36／２４日／「奥村金城親安ノ家」／備蓄状況

「貯米」の蔵は、辺土、須志（楚州力)、奥の三ヶ村で一棟を共有している。

No.３ｐ36／２４日／「奥村金城親安ノ家」／備蓄食糧の使用方法

貯え米は「当村ノ産出米」ではなく、正月、七月、祭祀の時に用いるために、それぞれの

村が他村より「購求」して、貯えている。また、当村は洪水が多いので、刈ったあと、干

して曝すことができないので、直に倉に納める。

No.４ｐ36／２４口／「奥村金城親安ノ家」／備蓄食糧の使用方法

飢饅の時は、役所に申し出て、共有倉を開く。

No.５ｐ36／２４口／「奥村金城親安ノ家」／備蓄食糧の使用方法

蘇鉄は飢饅の年に備えられる量を、確保している。

No.６ｐ､36／２４日／「奥村金城親安ノ家」／伝染病（赤痢）

一昨年の「虎列拉病」は奥村では流行していない。

No.７ｐ37／２５日／「楚州村ノ豪農、大城久安ノ家」／備荒状況

「大城久安ノ家」は門が南に向い、「蠣石塙」で囲み、中を隠す屏を二枚の石で作り、床に

関羽の像を掲げ、次の間には、多くの籾俵を備蓄している。

N0.8ｐ38／２５日／安波村／作物の生育状況

当年の「作並」は、田畑は「上作」である。

No.９Ｐ38／２５日／安波村／備蓄食糧

「貯蓄米」は、村々で備蓄する。備蓄量は、一石五斗であり、この量は、安田村と合同で

備蓄している。この村の備蓄食糧以外に、大概「大農」は三四俵、「細民」は一二俵個人で

備蓄している。これらの備蓄食糧は、節句用ではなく、備荒のために備蓄しているが、各

自の備蓄食糧は節句用も兼ねている。

No.１０ｐ､39／２５日／安波村／安波川の水害について

安波川は洪水が時々あるが、川幅が広いため、水害はない。
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Ⅲ－２「上杉県令沖縄県巡回日誌」

No.ｎｐ４２／２８日／今帰仁分署／作物の生育状況

当年の作物は、「米麦薯」は「上作」だが、大豆は不作である。砂糖の産出高額は、二十万

斤である。

No.l2p42／２８口／今帰仁分署／台風・風雨による被害

「曇ノ暴風」により損害が出たが、甘薦は「五六月比」から繁茂している。また、前年の

「大風」で甘蕨は多くの損害がでて、「漸次疲弊」し、ついに多くの負債を抱えることにな

った。

No.l3p42／２８日／今帰仁分署／備荒状況

「儲蓄米」は、皆間切に集めて、貯えてある。昨年と今年のものをあわせて六拾石で、そ

のなかの拾石は粟であり、残りは米である。

No.l4p42／２８日／今帰仁分署／備蓄食糧の使用状況

一昨年の貯米は､今年二三月の飢饅で､役所へ申し出て、配分している。一昨年の貯米は、

僅三十石であり、村々に配当してあるが、とても食料の補いにならず、ただ高齢者と幼児

への配当とだけなった。

No.l5p42／２８日／今帰仁分署／備蓄食料の運用方法

備蓄米の各村の負担は、「地面高」に応じて割り出す。

No.l6pp44-45／２９日／本部番所／作物の生育状況

田畑の「作並」は、麦は去年より良く、「蕃薯」は二三月より「豊熟」して、飯料は不足し

ていない。

No.１７pP44-45／２９日／本部番所／前年の作物の生育状況

去年、「寒気」が強く、作物の実りが悪く、二三月は、蘇鉄を堀って食べていた。

No.l8pp44-45／２９日／本部番所／砂糖、藍の生産状況

廿薦は去年より生産状況がよく、藍はかなり出来がいい。製糖の額は十二万斤、藍は拾五

万斤になった。

No.l9pp44-45／２９日／本部番所／備荒状況

貯米は村々より間切で取りまとめて、貯えている。

Ｎｏ２０ｐｐ､44-45／２９日／本部番所／「貯米」の運用状況

「貯米」は、飢饅の時だけ使用する。当年の二三月に「貯米」二十八石五斗、去年までの

分は、村々に配当した。「貯米」は、以前より蘇鉄を食べるようになったら、配当する。

No.２１ｐ47／３０日／名護番所／食糧の供給状況
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薯は、二三月頃より、五月まで不足していたので、蘇鉄を食用とした。その後は、わずか

に食料が足りない程度である。

No22p47／３０日／名護番所／備荒状況

蘇鉄は、本部周辺から「購求」する事がある。製糖は、畑が少なく、砂地であるため、甘

蒔を作れば、「飯料」に不足が生じるので行っていない。「貯蓄米」は、村々で合わせて、

間切に貯えている。その額二拾石である。

No.２３ｐ､47／３０日／名護番所／備蓄食糧の運営方法

以前の「貯蓄米」は、「薯不足」のときに役所に申し出て、配当していた。また「貯米」は、

たいした飢饅でなくても、飯料が少なくなって、不足したら配当している。「並作」「豊作」

によって、「貯米」の備蓄量は二拾石を保つようにしている。ただし、豊年が続けば、年々

増加させるが、近年は「貯米」を出さざるを得ない状況が続いている。

No.２４ｐ49／１２月１日／恩納番所／作物の生育状況

米・藍・薯の「作並」は、米は良く、藍は「中作｣、薯は「上作」である。ただし、三月、

四月ころは、食料不足により蘇鉄を食べていた。

No.２５ｐ49／１２月１日／恩納番所／備荒状況

蘇鉄は、名護は少ないので他間切から買い入れるが、恩納間切は「マイダ」で蘇鉄を育て

ているが、それ以外は読谷山から購求する。蘇鉄不足により、恩納間切では、「戸数」に賦

課し、一年で－戸につき四十本ずつ植えさせている。

No.２６ｐ51／１２月２日／読谷山番所／食糧の供給状況

今年の三月、四月ころは、他間切の甘薯のできはいまひとつの状況であったが、読谷山間

切は出来が良かった。

No.２７ｐ51／１２月２日／読谷山番所／備荒状況

凶年のときに蘇鉄を掘り返して食べた後は、すぐに植えつける。

p､51／１２月２口／読谷山番所／備荒状況

の代わりに、「醸金」して、村方に貸し、その利益を蓄える。「醸金」のさいは、

の別なく、毎年粟二十石分の資金を貯める。

No.２８

「貯籾」

「豊凶」

No29p53／１２月３日／北谷番所／作物の生育状況

廿蕨、薯は去年より良く、米は凶作である。麦は「上作」であるが、「上納」のためには乏

しい。

No.３０ｐ､53／１２月３日／北谷番所／食糧状況

食料としての薯は不足したが、蘇鉄で少し補った。
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Ⅲ－２「上杉県令沖縄県巡回日誌」

No31p53／１２月３口／北谷番所／「腫風」の被害

海上から「腫風」が吹き、米が凶作となった。

No.３２ｐ53／１２月３日／北谷番所／備荒状況

「儲蓄」は、旧藩の時は米で蓄えていたが、現在は貨幣で貯めている。

No33p55／１２月３日／浦添番所／作物の生育状況

廿蒔と米は良いが、綿はかなりの出来であった。

No.３４ｐ55／１２月３日／浦添番所／食糧の供給状況

薯が二月、三月頃は､薯が不足したため、蘇鉄を食用とした。現在は、食糧が足りていて、

売り出すくらいである。

p､56／１２月３日／浦添番所／備荒状況

を販売して、金に換えて村の富豪に貸し、利子を取る。「貯米」を換金するのは、

三年たつと鼠がつくからである。

No.３５

「貯米」

米は二、

No.３６pp57-58／１２月３日／浦添番所／虎列拉（コレラ）病

先月十八日から今月一日までの間に、美里間切で十名の「虎列拉」患者が発生し、そのう

ち四人が死亡したという報告が入った。浦添間切と那覇も患者が少人数ながら発生してい

る。

｢先島巡回日誌久米島之部」明治１５年８月

No.lp61／８月１７日／具志川番所／備荒状況

貯蓄米は三十石ずつの「貯米」があり、現在残っているものは、一昨年から貯えたもので

ある。

ＮＯ２】0.62／８月１７日／比嘉村／「文久年間」の山崩れと「数十年前」の疫病

村の前面に広大な荒地がある。荒地ができた理由として、文久年間の山崩れと、数十年前

（文化七十八年および明和天明年間が最も激しかった）の疫病で島人が死亡してしまった

からである。

No.３ｐ63／８月１７日／久米島役所／備荒状況

「貯米」は、毎年五十石ずつ貯め、三年ごとに全て入れ替えする。

｢先島巡回日誌宮古島之部」明治１５年８月
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No.１ｐ69／８月１９日／大宜見玄教ノ家／虎列拉（コレラ）病

明治十二年は、宮古島でも「虎列拉病」が流行したため、死亡者の数が最も多い年であっ

た。

No2P70／８月２０日／役所／備荒状況

貯蓄米は三千石ほど備えている。貯蓄米は年々新たに入れ換えている。

No.３pp75-76／８月２２日（２１日か）／与那覇村番所／作物の生育状況

その日通った間切・村では「畉圃薯」があり、豆も栽培されていたが、その栽培されてい

る作物は一つとして供給が足りているものはなかった。これは、農民が怠惰なのが原因な

のか、それとも田畑を投棄したことが原因なのか、分からない。明治１２年に宮古島では

「虎列拉病」が流行し、島民の半数が死亡したとの話なので、こうしたことが複合的に関

わって農業の衰退を招いたと考えるべきなのだろうが、後ほど識者を交えて原因を検討す

るべきだろう。

No.４ｐ76／８月２２日／－／風浪の害

この日、「風浪」が収まらず、その影響で「端船」－艘が荷物を積んだまま流されてしまっ

た。

No.５ｐ77／８月２３口／島尻村番所／備荒状況

宮古島で植えつけられている蘇鉄のほとんどは「山陰」に植えつけてあり、村の近くの荒

原には植えられていない。

No.６ｐ78／８月２３日／島尻村番所／津波

今から凡そ百年前に津波が起こり、島中の家々が流され、人民も溺死し、「島中伝来の書類

或は宝蔵物」が皆流されてしまった。そのため、それ以前の「事蹟」を証明することはで

きない。

｢先島巡回日誌八重山島之部」明治１５年８月

No.lp86／８月２４日／八重山番所／地震

十二時ころ地震が発生した。大地震ではあったが、家屋や家畜に被害はなかった。

No.２ｐ87／８月２４日／八重山番所／備荒状況

貯蓄米の量は各年の収穫によって、調節する。全八重山島での備蓄食糧は大体千石くらい

ある。－年に百二十石ほど積み上げていくが、上納に差し障るときは、「臨時出米」を出す

ときもある。
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Ⅲ－２「上杉県令沖縄県巡回日誌」

No.３ｐ88／８月２５日／八重山番所／「悪水」

この地に人身を害す｢悪水｣があるところはないが、「風気｣の悪いところがあり、その｢気」

に感染すると必ず熱病になる。山中には、神所に風気の悪い所があり、樹木を伐採すれば

「山神」の票りにある。ただし、その場所は樹木を伐採するところではなく、祈願等を行

うところなので、決して神の票りに遭う事はない。

N0.4ｐ89／８月２５日／八重山番所／寄生虫

八重山の住民に寄生虫が多く、「虫下し剤」を服用して、２０～３０匹の虫を下した。

No.５ｐ,89／８月２５口／八重山番所／伝染病（ハフーチ病）

「ハフーチ病」は八重山で一番流行する病気であり、１０歳までにこの病気で死亡する人々

がとても多い。

N0.6ｐ,89／８月２５日／八重山番所／「悪水」

有名な「悪水」を飲んでしまえば、全身がはれてしまい重病になる。

No.７ｐ89／８月２５日／八重山番所／麻疹と熱病

明治１２年に流行した「虎列拉病」は八重山では流行しなかったが、その流行の前から麻

疹と熱病で多くの島民が死亡した。
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３地域史所載新聞記事

凡例

１．データベースの項目は以下の通りである｡項目の区切りは／で示す。

・地域史名称／巻別／編別･名／発行／刊行年月／目次名／掲載紙名・年月日／pp.／

災害種別／発生年月日

内容：

備考：

２．新聞名は、『沖縄朝日新聞』→「沖朝｣、「沖縄毎日新聞」→「沖毎｣、『沖縄タイムス』→

「沖タ｣、「先島新報」→「先新｣、「八重山新報』→「八新｣、「琉球新報』→「琉新」

と略記した。

３．年号は、明治→「Ｍ・｣、大正→「、と表記した。

県関係

沖縄県

・沖縄県史／第１６巻／資料編６．新聞集成（政治経済１）／琉球政府／1967年５月／黒

川属国頭地方開墾談（続）／琉新Ｍ､318.9／pp､50-51／山猪被害／－

内容：国頭地方の開墾地の各間切ごとの状況と、山猪からの被害について。

備考：「黒)||属国頭地方開墾談」ｐ､43、同題の続ｐ､45,続ｐ､47,続ｐ､48,続p52、続ｐ､５３

にもあり。ただし、それらに災害関係の記載なし。

・沖縄県史／第１６巻／資料編６．新聞集成（政治経済１）／琉球政府／1967年５月／農

家の損害／琉新Ｍ､34.521／pp304／人害／－

内容：島尻郡の知念、玉城、具志頭、高嶺の各間切が土地整理中であるが、例年以上の稀

なほどの稲と大豆が豊作であるため、その基準にて土地の等級を定めると後々何かと困る

と考えられたため、成長過程の稲と大豆を引き抜いてしまい、それが少なくない損害を生

み出している。

備考：－

・沖縄県史／第１６巻／資料編６.新聞集成（政治経済１）／琉球政府／1967年５月／土

地の等級調査と農民の誤解／琉新Ｍ､34.9.7／pp332／人害／－

内容：島尻の土地の等級調査の噂を聞いて、中頭郡の某間切では、秋稲を植えず田畑を打

ち捨てたとのこと。

備考：－

、沖縄県史／第１６巻／資料編６．新聞集成（政治経済１）／琉球政府／1967年５月／各

地の麦作／琉新Ｍ､36.9.11／pp､530531／天候不|Ｉ頃（雨）／Ｍ､３６

内容:Ｍ８６の沖縄各地における大麦、裸麦、小麦の収穫高および作付け反別とその分析。
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Ⅲ－３地域史所載新聞記事

収穫高は、天候不順により前年度よりも低い。
●

備考：－

・沖縄県史／第１７巻／資料編７．新聞集成（政治経済２）／琉球政府／1968年４月／八

重山の火災／琉新Ｍ､43.10.11／ppl76／火災／Ｍ､43.10.9

内容：八重山にて火災があり、強風に煽られ大火となり、戸数３９、軒数６３，照屋林顕氏

の鰹造成工場２軒が焼失。

備考：１０日発信の「八重山電報」

・沖縄県史／第１７巻／資料編７.新聞集成（政治経済２）／琉球政府／1968年４月／本

年度の鰹／琉新、4.10.11／pp688-689／水温上昇／'､４

内容、４年度の鰹の大漁の原因について。技術上の進歩よりも、天候（暑気続き）が原

因で水温が上昇し、また、沖縄本島東海岸側に流れている暖流が原因。

備考：－

，沖縄県史／第１７巻／資料編７．新聞集成（政治経済２）／琉球政府／1968年４月／島

尻郡の豆作／琉新Ｔ6.12.10／pp､901／天候不順／、５年度

内容：Ｔ､５年が前年度よりも豊作の理由は天候が適順であった事と、前年度が天候不順で

収穫高が著しく低かったため。

備考：－

・沖縄県史／第１７巻／資料編７．新聞集成（政治経済２）／琉球政府／1968年４月／本

期産糖予想／琉新Ｔ､7.1.20／pp923-924／旱害と風害、暴風／、６

内容、６年期廿蕨作柄および産糖予想について。、６の８月に旱害、９月初旬に風害、１０

月に暴風ありとの記載。

備考：－

・沖縄県史／第１７巻／資料編７.新聞集成（政治経済２）／琉球政府／1968年４月／県

下食料欠乏／琉新Ｔ7.1.21／pp924／寒波（霜）／Ⅲ７

内容：６０余年来の寒気で県下各地方に霜あり、そのため廿蕨が枯れ、価格も高騰。

備考：－

、沖縄県史／第１７巻／資料編７.新聞集成（政治経済２）／琉球政府／1968年４月／中

頭郡の甘藷／琉新、7.2.23／pp936／旱害と風害／'､６

内容：中頭郡のＴ､６の甘藷収穫高について。旱害と風害により不作。

備考：－

・沖縄県史／第１７巻／資料編７.新聞集成（政治経済２）／琉球政府／1968年４月／島

尻郡甘藷収穫／琉新、7.2.27／pp､939-940／暴風雨／、６

内容：島尻郡の、６の甘藷収穫高について。島尻郡は増収だが、離島各村が暴風によって
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著しい減収との記載あり。

備考：－

・沖縄県史／第１８巻／資料編８．新聞集成（教育）／琉球政府／1966年６月／佐敷校の

火災／琉新Ｍ､43.11.9／pp､437-438／火災／Ｍ43.11.7

内容：７日午後１１時半頃、佐敷尋常小学校が火災で全焼。

備考：－

・沖縄県史／第１９巻／資料編９.新聞集成（社会文化）／琉球政府／１９６７年６月／宮古

島の大火／琉新Ｍ､32.111／pp23／火災／Ｍ31.12.30

内容：夜１２頃より西里、下里の２村で火災により民家１００余戸焼失。鎮火は翌朝４時ご

ろ。死傷者はないが、家畜の被害は無数。

備考：－

・沖縄県史／第１９巻／資料編９.新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／伊平

屋島飢磯後の状況／琉新Ｍ､32.5.5／pp33／飢饅／Ｍ､31-32.3

内容：伊平屋島での飢饒の状況。

備考：「三離島民の羅災民へ米を送る」

・沖縄県史／第１９巻／資料編９.新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／国頭

間切の飢饅に就て／琉新Ｍ35.3.19／pp,147／飢饅（暴風による）／Ｍ､３４

内容：前年度の国頭の２度の暴風が主因の飢饅の発生状況について。食物が蘇鉄になって

いる。

備考：－

・沖縄県史／第１９巻／資料編９．新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／甘藷

の欠乏と蘇鉄／琉新Ｍ､35.3.21／ppl47／飢饅／Ｍ82-34

内容：Ｍ､32旱３４における甘藷欠乏による蘇鉄を食べての中毒状況。Ｍ３４は患者数８名う

ち死亡者５名。

備考：－

・沖縄県史／第１９巻／資料編９.新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／飢饅

と食物／琉新Ｍ､35.5.25／ppl51-152／飢饅／Ｍ､35年度

内容：Ｍ､35年の深刻な飢饅の状況とその中での食糧事情ｄ

備考：－

・沖縄県史／第１９巻／資料編９.新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／宮古

の旱紘と降雨／琉新Ｍ､35.611／ppl52／旱紘／Ｍ､35.3-5

内容：宮古における３月以降の旱紘が５月５－８日の降雨により回復。

備考：－
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Ⅲ－３地域史所載新聞記事

・沖縄県史／第１９巻／資料編９．新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／旱紘

と各郡の損害／琉新Ｍ37.12.17／pp244-245／旱魅／Ｍ､３７

内容：県庁の旱越被害調査委員会の調査による直接被害総高。

備考：－

・沖縄県史／第１９巻／資料編９.新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／旱魅

被害善後策／琉新Ｍ37.12.19／pp245-246／旱魅／－

内容：Ｍ８７の旱紘被害を受けての今後の善後策について。

備考：－

・沖縄県史／第１９巻／資料編９.新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／旱害

善後策（承前）／琉新Ｍ87.12.21／pp､246-247／旱魅／－

内容：－

備考：－

・沖縄県史／第１９巻／資料編９.新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／旱害

善後策（承前）／琉新Ｍ､37.12.25／pp247-248／旱魎／－

内容：－

備考：－

・沖縄県史／第１９巻／資料編９.新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／旱害

窮民の状態／琉新Ｍ38.129／pp253／旱越／Ｍ､３７

内容：Ｍ３７の大規模な旱魅の被害状況について。特に食糧事情。

備考：－

・沖縄県史／第１９巻／資料編９．新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／風害

視察／琉新Ｍ､38.11.9／pp272-273／暴風雨／－

内容：－

備考：「松月」が記す。

・沖縄県史／第１９巻／資料編９．新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／被害

救助金の支出／琉新Ｍ40.2.20／pp316／暴風／－

内容：県下の暴風被害を受けた「細民」８５３名に対して６０日間救助の見込みで内務省か

ら１６２１円２２銭４厘の支出有り゜

備考：－

・沖縄県史／第１９巻／資料編９．新聞集成（社会文化）／琉球政府／1967年６月／三年

間における久米島の被害高／琉新Ｍ40.2.23／pp316／旱害、風害／Ｍ､37-39

内容：久米島の３年間の災害による被害高について。Ｍ８７は旱害、Ｍ､38-39は風害。
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備考：

北部関係

名護市

・名護市史／－／資料編・２.戦前新聞集成１／名護市役所／1984年３月／名護の大雨／

琉新Ｍ36.4.27／pp､133／豪雨／Ｍ､36.4.23

内容：近年稀に見る豪雨により名護問切の河水が氾濫し、家屋２０戸に浸水、田畑にも影

響があり農作物に多少の損害とのこと。

備考：－

・名護市史／－／資料編・２.戦前新聞集成１／名護市役所／1984年３月／旱紘被害農作

物の状況／琉新Ｍ､37.11.11／ppl57-158／－／－

内容：「浦添市史」参照。

備考：知事より内務省への報告の要。

・名護市史／－／資料編・２.戦前新聞集成１／名護市役所／1984年３月／久志通信／琉

新Ｍ､37.11.21／pp､158-159／旱魅、火災／Ｍ､37.8章秋

内容：県下全域が８月来の大旱魅であるが、特に山原では山林原野は旅人の火の不始末で

山火事が頻発。

備考：－

・名護市史／－／資料編・２.戦前新聞集成１／名護市役所／1984年３月／旱魅と各郡の

損害／琉新Ｍ､37.12.29／ppl59／旱魅／Ｍ､３７

内容：Ｍ､３７の旱魅による郡別の直接損害総高一覧。

備考：－

・名護市史／－／資料編・２.戦前新聞集成１／名護市役所／1984年３月／三署管下の風

害／琉新Ｍ､38.11.13／ppl78／暴風雨／Ｍ､38.11.2-3

内容：暴風雨による名護署管下の被害状況について。例えば家屋全潰４１戸、甘藷・甘蒔・

山藍は約半分が被害に。

備考：－

・名護市史／－／資料編・２．戦前新聞集成１／名護市役所／1984年３月／各地の風害状

況（名護間切）／琉新Ｍ､39.11.16／pp203／暴風雨／Ｍ､39.？

内容：暴風雨による名護の被害状況｡河川氾濫､家屋浸水、家屋全倒､道路橋梁など破壊、

農作物なども損害著しいなど、被害は甚大。

備考：－

－２６１－
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・名護市史／－／資料編・２．戦前新聞集成１／名護市役所／1984年３月／源河川の大水

／琉新Ｍ､39.11.17／pp､203-204／暴風雨／Ｍ､39.11.12

内容：暴風雨による源河川沿いの詳細な被害状況。

備考：「十三日幽仙報」

･名護市史／－／資料編･２.戦前新聞集成１／名護市役所／1984年３月／各地の風害(続）

／琉新Ｍ､39.11.17／pp204／暴風雨／Ｍ､39.？

内容：名護の被害状況と件数を列挙。

備考：－

・名護市史／－／資料編・２.戦前新聞集成１／名護市役所／1984年３月／国頭郡の洪水

／琉新Ｍ､42.7.9／pp291／豪雨と洪水／Ｍ､42.7.2-3

内容：豪雨により羽地、今帰仁、本部で洪水発生。その被害状況について。

備考：－

・名護市史／－／資料編・２.戦前新聞集成１／名護市役所／1984年３月／三浦丸の沈没

／琉新Ｍ､43.10.13／pｐ341.342／暴風雨／Ｍ､43.10.10-11

内容:名護から来た三浦丸が那覇港外にて暴風による激浪で沈没｡５名死亡２９名行方不明。

備考：－

・名護市史／－／資料編・２．戦前新聞集成１／名護市役所／1984年３月／〔広告〕三浦

丸沈没／琉新Ｍ､43.10.13／pp342／暴風雨／Ｍ､43.10.11

内容：三浦丸沈没について、船主と荷客取り扱い店が出した報告。

備考：－

・名護市史／－／資料編・２．戦前新聞集成１／名護市役所／1984年３月／名護の暴風被

害／沖毎Ｍ.43.10.16／pp343／暴風／Ｍ､43.10.8-11

内容：名護における台風の被害状況について。

備考：－

・名護市史／－／資料編・３．戦前新聞集成２／名護市役所／1985年３月／羽地村の疲弊

／琉新、3.10.1／pp63／暴風／、３

内容：度々の台風襲来により国頭村は甘蕨・甘藷の枯死多く被害甚大であること。それに

より羽地村では就学児童が一時に300名余退校したとのこと。

備考：－

・名護市史／－／資料編・３・前新聞集成２／名護市役所／1985年３月／飢饅と国頭郡の

豚大恐慌を来す／琉新、6.7.29／ppl34／飢饅／、６

内容：国頭の種豚は、品質は良いものの飢饅のため発育が充分ではなく、旧盆に向け需要
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に供給が追いつかなくなりそうとのこと。

備考：－

・名護市史／－／資料編・３．戦前新聞集成２／名護市役所／1985年３月／暴風雨に弄ば

れて運輸丸名護湾に没す／琉新Ｔ､6.10.11／pp141-l42／暴風雨／T､6.10.9

内容：名護から那覇に向う郵船会社所有の運輸丸が、９日暴風雨にあい破損の上漂流、１０

日に沈没。乗客１５０名中１００名死亡。

備考：－

･名護市史／－／資料編･３.戦前新聞集成２／名護市役所／1985年３月／国頭が寒い

月中県内各地の寒気測候所調査／琉新Ｔ､7.2.7／ppl63-163／寒害／117.1

内容：－

備考：－

・名護市史／－／資料編・３.戦前新聞集成２／名護市役所／1985年３月／〔農村通信〕

久志村の義損金／琉新、7.2.16／pp､165／火災／、7.1.25

内容：字辺野古で、個人宅より出火し２７軒全焼する事件あり。被害高６５００余円。それに

対し村当局と有志者が義損金を募る。

備考：－

・名護市史／－／資料編・３．戦前新聞集成２／名護市役所／1985年３月／副業奨励農

作物不作豚の捨売／琉新Ⅲ7.3.15／pp､165.166／農作物不作／発皿７

内容：郡内各村で芋不作。

備考：「安次富技手談」

本部町

・本部町史／－／資料編１／本部町役場／1979年９月／暴風被害状況／琉新Ｍ､38.8.13／

pp504／暴風／Ｍ､38.8.6

内容：渡久地分署の報告による本部の台風被害状況について。廿蕨と山藍は約半分被害を

蒙る゜

備考：－

･本部町史／－／資料編1／本部町役場／1979年９月／村民集会後の失火／琉新Ｍ､39.7.8

／pp､510／火災／Ｍ､39.7.4

内容：渡久地村の個人宅が全焼。

備考：－

・本部町史／－／資料編１／本部町役場／1979年９月／各地の風害／琉新Ｍ､39.11.17／

pp510／暴風／Ｍ､39.11？
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内容：国頭南部（本部と今帰仁両間切）の台風による被害状況。

備考：－

･本部町史／－／資料編１／本部町役場／1979年９月／暴風雨と溺死人／琉新Ｍ､39.11.21

／pp､511／暴風雨／Ｍ､39.11.12-13

内容：渡久地港に停泊させていた鰹船に乗る５０歳代男性２名が台風のため行方不明に。

備考：－

・本部町史／－／資料編１／本部町役場／1979年９月／暴風と遭難船／琉新Ｍ､39.11.22

／pp､511／暴風／Ｍ､39.11.13

内容：渡久地村出身の男性所有の琉球形九反帆船が名護喜瀬港に停泊中に暴風で破損。

備考：－

･本部町史／－／資料編１／本部町役場／1979年９月／暴風雨と難破船／琉新Ｍ､39.11.23

／pp511／暴風雨／Ｍ､39.11.12

内容:､４名の本部出身者所有の船が台風によって受けた被害状況について。

備考：－

･本部町史／－／資料編ｌ／本部町役場／1979年９月／失火二件／沖毎ｍ2.3.21／pp682

／火災／T2.3.12

内容：字健堅の個人宅から火の不始末で出火。豚一頭焼死、被害高３００円。

備考：－

・本部町史／－／資料編１／本部町役場／1979年９月／失火／沖毎Ｔ3.27／pp､718／火

災／、3.1.22

内容：字並里クナンガ山の個人宅で火の不始末により出火、家屋全焼。

備考：－

・本部町史／－／資料編３／本部町史編集委員会／2001年１２月／暴風で各漁場の大惨害

／沖夕、13.8.22／pp､15／暴風／、13.8.11

内容：台風による漁村の被害状況。漁船の行方不明、大破など。特に先島が被害甚大。

備考：－

・本部町史／－／資料編３／本部町史編集委員会／2001年１２月／蘇鉄醤る窮民に恵ま

れた同情金／沖朝Ｔ14.9.13／pp24／飢饅／－

内容：ハワイと台湾居住の沖縄県出身者から「国頭郡窮民」の救済を目的として６００円が

寄贈された。

備考：－

東村

－２６４－



･東村史／第３巻／資料編2／東村役場／1984年３月／火事騒ぎ／琉新Ｍ､33.2.27／pp300

／火災／Ｍ､33.2.15

内容：有銘村の個人宅が火の不始末により全焼。

備考：－

・東村史／第３巻／資料編２／東村役場／1984年３月／山林の火災／琉新Ｍ､39.824／

pp319／火災／Ｍ､39.8.10-11

内容：瀬嵩村のソノ山が火災。四万坪の損害。原因不明。

備考：－

・東村史／第３巻／資料編２／東村役場／1984年３月／失火／琉新Ｍ､39.10.11／pp321

／火災／Ｍ､39.10.7

内容：瀬嵩村の個人宅が火の不始末により焼失。

備考：－

・東村史／第３巻／資料編２／東村役場／1984年３月／暴風雨と変死人に）／琉新

Ｍ､39.11.22／pp321／暴風雨／Ｍ､39.11.12

内容：平良村の男性所有の琉球形八反帆船の船頭の大里間切与那原村出身の男性が、佐敷

間切馬天港停泊中に、暴風雨により行方不明に。１６日遺体発見。

備考：－

・東村史／第３巻／資料編２／東村役場／1984年３月／暴風雨と難破船（三）／琉新

Ｍ､39.11.23／pp､321／暴風雨／Ｍ､39.11.12.13

内容:１２日に辺野古村の男性所有の琉球形三反帆船他１艘が辺野古津ロに停泊中暴風雨に

遭い、破損。また、１３日に平良村の男性所有の琉球形七反帆船、久志村の男性所有の三反

帆船他ｌ艘が宜野座津ロに停泊中の１２日に暴風雨に遭い、１３日に破損。

備考：－

･東村史／第３巻／資料編2／東村役場／1984年３月／失火二件／琉新Ｍ､41.3.7／pp､327

／火災／Ｍ41.3？

内容：久志村字大浦の個人宅が火の不始末により出火、焼失。

備考：－

.東村史／第３巻／資料編2／東村役場／1984年３月／火災三件／琉新Ｍ､41.3.15／pp327

／火災／Ｍ41.3.4

内容：久志村字久志の個人宅が火の不始末で出火、焼失。

備考：－

･東村史／第３巻／資料編２／東村役場／1984年３月／拝ん所を焼く／沖毎ｍ2.2.7／

－２６５－、
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pp365／火災／、2.1.30

内容：久志村字久志の拝所の一棟が原因不明の出火により焼失。

備考：－

･東村史／第３巻／資料編２／東村役場／1984年３月／久志村役場全焼／琉新Ｔ､3.1.30／

pp370／火災／Ⅲ3.1.25

内容：久志村役場が全焼。詳細不明。

備考：－

・東村史／第３巻／資料編２／東村役場／1984年３月／山原通信／琉新、3.2.1／pp370

／火災／T8.1.25

内容：久志村役場の全焼により書類器具全てが焼失。粕谷伊藤両郡書記官が出張し取調べ

中。

備考：－

・東村史／第３巻／資料編２／東村役場／1984年３月／久志役場火災原因／琉新、3.2.6

／pp371／火災／、3.1.25

内容：久志村役場火災の原因は、当直者等が不在の中で火の不始末が原因と推定。書類以

外に戸籍簿も全て焼失。

備考：－

･東村史／第３巻／資料編2／東村役場／1984年３月／久志役場火災と書類／沖毎m3.2.13

／pp371／火災／、31.２５

内容：書類全焼に対する役所の対応策について。

備考：－

宜野座村

・宜野座村誌／第４巻／資料編Ⅱ.文献資料下／宜野座村役所／1988年３月／火災二件

／琉新Ｍ､31.6.23／pp､15／火災／Ｍ､31.6.17

内容：金武間切伊芸村の個人宅が火の不始末により焼失。

備考：－

・宜野座村誌／第４巻／資料編Ⅱ.文献資料下／宜野座村役所／1988年３月／火事二件

／琉新Ｍ､35.3.1／pp64-65／火災／Ｍ､35.2(?).２１

内容：今帰仁間切古知屋村の個人宅が日の不始末により消失。

備考：－

・宜野座村誌／第４巻／資料編Ⅱ．文献資料下／宜野座村役所／1988年３月／旱害被害

農作物の状況／－／ppl24-125／－／－

－２６６－



内容：－

備考：「知事より内務省へ報告の要」

・宜野座村誌／第４巻／資料編Ⅱ.文献資料下／宜野座村役所／1988年３月／失火と放

火／琉新Ｍ､38.5.17／ppl37／火災／Ｍ､38.5.1

内容：金武間切漢那村字アニン堂村に住む士族が同字の個人宅に放火。

備考：－

・宜野座村誌／第４巻／資料編Ⅱ．文献資料下／宜野座村役所／1988年３月／失火／琉

新Ｍ､38.6.29／pp､138／火災／Ｍ､38.6.22

内容：金武間切字金武の個人宅で火の不始末のために出火、焼失。

備考：－

・宜野座村誌／第４巻／資料編Ⅱ．文献資料下／宜野座村役所／1988年３月／暴風に逢

ふて溺死／琉新Ｍ､39.2.3／pp､146／暴風／Ｍ,39.1.19

内容：金武間切屋嘉村の男性が、航海中に暴風で船が転覆したため溺死、２８日遺体発見。

備考：－

大宜味村

･大宜味村史／資料編／－／大宜味村／1978年９月／国頭間切飢鐘･実況／琉新Ｍ､35.3.29

／pp503／飢饅／Ｍ､３５

内容：大宜見の飢饅の状況について。津波と喜如嘉が深刻とのこと。

備考：奥間村より「天南」が｡

・大宜味村史／資料編／－／大宜味村／1978年９月／大宜見通信／沖毎Ｍ.43.11.8／

pp519／飢饅・暴風／Ｍ､43？

内容：農作物の不作の上に暴風に襲われたため、飢饅が発生。特に根路銘以南。

備考：－

伊是名村

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋島の飢饅／琉新

Ｍ､31.9.17／pp､276／暴風雨／Ｍ､31.6.4,6.29

内容：暴風雨により田畑の大半が海水で浸蝕、食料の甘藷が枯死し、飢饅状態に。

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋島飢饅の詳報／琉新

Ｍ､31.10.1／pp276／暴風雨／Ｍ､31.8.26

内容：上記に加えて８．２６にも暴風雨があったこと。よって全島の作物が壊滅状態である
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こと。

備考：

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋島飢鐘の詳報／琉新

Ｍ､31.10.3／pp276／飢饅／－

内容：飢饅の詳報。

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋飢饅後の概況／琉新

Ｍ､32.5.5／pp279-280／飢鐘／Ｍ､31-Ｍ.32.3

内容：前年の飢饅を脱した事。

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋島飢鰹後の景況／琉

新Ｍ､32.11.21／pp281-282／－／Ｍ､３１

内容：－

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋島の火事／琉新

Ｍ､33.3.25／pp283／火災／Ｍ､33.3.11

内容：伊平屋島仲田村の個人宅で火の不始末により出火、類焼５軒。

備考：－

･伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／失火／琉新Ｍ､36.6.7／pp295

／火災／Ｍ､36.5.17

内容：伊平屋島田名村の個人宅で日の不始末により出火、家屋４棟焼失。

備考：

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／難破船／琉新Ｍ､３６７９／

pp295／暴風雨／Ｍ､36.6.16

内容：伊是名村共有琉球形帆船が那覇港からの帰航中に暴風雨により漂流。

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋島の出火／琉新

Ｍ､36.1.23／pp301／火災／－

内容：伊是名村の個人宅で火の不始末により出火、家屋全焼。

備考：－

.伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋島の旱魅／琉新

Ｍ､37.10.13／pp303／旱紘／Ｍ､37.7-9
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内容：旱魅続きで農作物が育たず、常食の甘藷も欠乏していると郡役所に報告あり。

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋島の火事／琉新

Ｍ､37.10.25／pp303／火災／Ｍ､37.10.12

内容：伊平屋島仲田村の個人宅で火の不始末により出火、家屋全焼、隣家も類焼。

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋島の麦作／琉新

Ｍ､39.4.6／pp306／風害／Ｍ､３９

内容：蒔種後に風害があり、生育が悪し、との記載有。

備考：－

･伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／難破船一束／琉新Ｍ､39.10.31

／pp309／強風波浪／Ｍ､39.10.12

内容：伊江島大口港に停泊の船が、強風波浪のため船体破損。

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋島の風害／琉新

Ｍ､39.11.27／pp､309／暴風雨／Ｍ､39.11.11.13

内容:伊平屋における「六､七十年来始めて」のレベルの暴風雨による被害状況について。

小麦および大根全滅など被害甚大。

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／難破船／琉新Ｍ､42.3.31／

pp318／暴風／Ｍ､42.3.8

内容：伊是名津ロを出帆した船が暴風に遭い、船体が暗礁に触れ破損、積荷流出。

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／山原船の転覆／沖毎

Ｍ.42.1.23／pp､323／強風波浪／Ｍ､42.1.17-18

内容:伊平屋村字伊是名の共有ヤンバル船が強風波浪により転覆､乗組員１名行方不明に。

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋の暴風被害／琉新

、1.10.14／pp､350／暴風／T1.10.4

内容：暴風の被害状況について。

備考：－

･伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／１９８８年３月／島尻郡各離島の旱害／琉新
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、2.10.23／pp354-355／旱魅／Ｔ２夏～

内容：島尻郡各離島における旱魅の被害状況について。伊平屋村について抜粋。

備考：－

･伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋だより／琉新T211.15

／pp355／旱紘／T､２

内容：伊平屋村における旱魅の被害状況について。例えば廿蒔の１／３枯死、甘藷は虫害

で食料欠乏が予見される。

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／暴風に弄ばれて運輸丸名護

湾に沈没す／琉新Ｔ､6.10.11／pp380381／－／T､6.10.9

内容：－

備考：－

･伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／島尻離島風害／琉新T､6.10.26

／pp381／暴風雨／￣

内容：伊平屋における被害高について。被害総額20601円

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／伊平屋の飢饅◇島民甘藷の

欠乏に苦む／琉新Ⅲ7.1.15／pp383／旱魅、暴風／、6.4-8,9-10

内容：前年の４－８月までの旱紘、９月と１０月の暴風により伊平屋島が飢饅状態であること

について。

備考：－

・伊是名村史／中巻／島の古文書／伊是名村／1988年３月／二十年目の飢饅上里伊平

屋村長談／琉新、7.1.17／pp383-384／旱魅、暴風／T､6.4-8,9-10

内容：伊平屋島の飢饅について上里伊平屋村長の談｡‘

備考：－

南部関係

那覇市

・那覇市史／第２巻上／資料篇／那覇市役所／1966.10／辻の大火／琉新Ｍ､34.9.17／

pp50／火災／Ｍ､34.9.16

内容：辻の１娼家より出火、獅子屋小路の囲いが焼失。出火の原因は不明。

備考：－
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・那覇市史／第２巻上／資料篇／那覇市役所／1966.10／旱魅と酒造家／琉新Ｍ､37.10.1

／pp85／旱魅／Ｍ､３７

内容：旱魅により泡盛酒造者が水の工面に苦労している状況について。

備考：－

・那覇市史／第２巻上／資料篇／那覇市役所／1966.10／龍潭に井戸を掘る／琉新

Ｍ､37.12.13／pp87／旱魅／Ｍ､３７

内容：首里区では用水が欠乏しているため、龍潭の泥水を汲み出して使用している。

備考：－

・那覇市史／第２巻上／資料篇／那覇市役所／196610／二百十日の首里、那覇の被害状

況／琉新Ｍ､38.9.3／pp96／暴風雨／Ｍ38.8.30~9.1

内容：首里・那覇の台風状況およびその被害状況について。

備考：－

・那覇市史／第２巻上／資料篇／那覇市役所／196610／市内の暴風雨被害／琉新

Ｍ､39.11.14／ppll5／暴風雨／Ｍ39.11.11~１２

内容：台風の状況およびその被害状況について。

備考：－

・那覇市史／第２巻上／資料篇／那覇市役所／196610／首里区内の風害／琉新

Ｍ､39.11.15／pp,115／暴風雨／Ｍ39.11.11~１２

内容：上記の台風被害状況について

備考：－

・那覇市史／第２巻上／資料篇／那覇市役所／1966.10／暴風雨被害／琉新Ｍ､39.12.5／

pPll6／暴風雨／？

内容：沖縄県内の台風被害状況の具体数を表にして掲示。

備考：－

・那覇市史／第二巻中の１／資料篇／那覇市役所／1969.6／警察部及倹徳館全焼す／琉新

、2.1.20／pp8-9／火災／Ⅲ2.1.18

内容：沖縄県庁検徳館および警察部で出火、全焼したことについての詳説。

備考：目次名は「倹｣、記事中は｢検｣。

・那覇市史／第二巻中の１／資料篇／那覇市役所／1969.6／首里区暴風被害／琉新

、4.7.28／pp98／暴風雨／、4.7.26

内容：２６日夜の暴風雨による首里区での損害状況について。

備考：家屋全潰数８，半潰数m、電線切断３ケ所。
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・那覇市史／第二巻中の１／資料篇／那覇市役所／1969.6／大島地方大地震／中外商業

Ｍ44.6.17／pp403／地震／Ｍ､44.6.15

内容：１５日午後１１時２５分に約５分間の強震。那覇区で死者１名、負傷者６名、石垣３１８

ヶ所破壊。

備考：琉球列島の特に大島郡が甚大の被害を受ける。

糸満市

･糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／島尻郡旱魅彙報／

琉新Ｍ､37.9.29／pp85／旱魅、虫害／Ｍ､37.5-9

内容：旱紘により甘藷植え付けも不可能か、植えても発育せず、さらには害虫も発生し食

料が不足。

備考：－

･糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／未曾有の旱魅／琉

新Ｍ37.10.9／pp85／旱魅／Ｍ､37.5-9

内容：「未曾有」の旱魎で、喜屋武、摩文仁、真壁では飲料水も不足している。

備考：－

･糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／島尻郡旱害彙報(1)

／琉新Ｍ､37.10.9／pp86／旱魎／Ｍ､37.5-9

内容：島尻郡役所が調査した郡内各間切の旱紘被害状況。ひどいところで廿薦９割、甘薦

ほぼ全滅という被害。

備考：－

･糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／島尻郡旱魎彙報(2)

／琉新Ｍ､37.10.11／pp86／旱魎／Ｍ､37.5-9

内容：上記の続き。

備考：－

･糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／本年の虫害／琉新

Ｍ､3810.17／pp99／暴風、虫害／Ｍ､３８

内容：暴風後甘藷の害虫が発生。昨年もひどい旱魅被害を受けた喜屋武や摩文仁は食用に

充分な甘藷の収穫が得られず。例えば摩文仁は１／３を他所から購入。

備考：－

･糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／甘藷害虫の被害／

琉新Ｍ､38.11.5／pp99／虫害／Ｍ､38.7-9

内容：イリムシによる甘藷の被害状況。摩文仁間切は甘藷の２／５を他所から購入。
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備考：

・糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／摩文仁間切の廿蕨

／琉新Ｍ､38.11.3／pp､126／旱紘／Ｍ､38.7-11頃

内容:一昨年も旱魅被害を受けた上にＭ､３８も旱魅の被害を受け廿薦の発育が著しく不良。

備考：－

･糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／各地の風害状況／

糸満村／琉新Ｍ､39.11.16／ppl27／暴風／Ｍ､39.11頃

内容：糸満村では暴風により家屋全潰６戸半などの被害有。

備考：－

･糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／島尻郡の暴風被害

／琉新Ｍ､39.11.20／ppl28／暴風／Ｍ､39.11頃

内容：現糸満市域内における各問切の暴風被害状況について。

備考：－

・糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／風後の視察（２）

（島尻郡１５ケ間切）／琉新Ｍ､39.12.6／pp､128-129／暴風雨／Ｍ､３９

内容：暴風雨による被害高について。

備考：－

･糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／糸満の火事／琉新

、4.4.28／pp432／火災／Ⅲ4.4.24

内容：糸満町の個人宅より出火、５棟焼失。損害５００円。

備考：－

･糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／九死に一生を拾ふ

／琉新、4.11.20／pp､443-444／暴風波浪／、4.11.11

内容：糸満沖で漁労中に暴風波浪にあった行方不明者１８人中３名が無事生還。

備考：－

・糸満市史／－／資料編ｌ近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／難破船詳報（１）

／琉新、4.11.22／pp､444／暴風波浪／T､4.11.11

内容：上記の詳報。

備考：－

・糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／難破船詳報（２）

／琉新Ｔ､4.11.23／pp､444／暴風波浪／、4.11.11

内容：上記の続き。
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備考：

･糸満市史／－／資料編ｌ近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／東町の火事両芝

居も活動も中止勇』桿な糸満女の活動／琉新Ｔ､64.5／pp､474／火災／、６４３

内容：東町の材木商店で火の不始末により発火、消火活動に「糸満女」十数名が消防に尽

力。

備考：－

･糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／島尻郡内３ケ村に

害虫発生す／琉新、6.7.3／pp､479／虫害／T､66.20頃～

内容：喜屋武村一円に廿薦害虫のアンラ虫が大量発生、駆除に尽力するも蔓延中。

備考：－

・糸満市史／－／資料編１近代新聞資料／糸満市役所／1982年３月／島尻の害虫駆除

撲滅近きにあり／琉新Ｔ､6.7.20／pp481／虫害／、6.6.20頃～

内容：島尻郡の各村で害虫の駆除に努め、撲滅間近。

備考：－

大里村

・大里村史／－／資料編／大里村役場／1982年３月／島尻郡の豆作／琉新Ｔ,6.12.10／

pp371-372／天候不順／T､５

内容：、５は天候不順で収穫が非常に少なかった、との記載有。

備考：－

知念村

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／島尻郡の

風害概況／琉新Ｍ､32.7.25／pp525／暴風雨／Ｍ､32.7頃

内容：暴風雨による島尻郡の農作物被害状況について。

備考：－

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／漁業者の

行方不明／琉新Ｍ､32.8.21／pp525-526／暴風雨／Ｍ､32.8.7

内容：知念村出身者を含む６名の男性が乗った小舟２艘が暴風雨のため行方不明に。

備考：－

・知念村史／第一巻／資料編ｌ知念の文献史料／知念村役場／１９８３年１２月／島尻郡三

ケ間切の甘薦作状況／琉新Ｍ､35.9.23／pp534-535／旱魅／Ｍ､35.1-5

内容：知念問切では、１－５月の旱魅で廿蕨の発育が劣る。

－２７４－



備考：

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／１９８３年１２月／島尻郡干

害彙報（三）／琉新Ｍ､37.10.13／pp552／旱魅／Ｍ､37.6～

内容：知念間切の村別被害高一覧。

備考：前年も６月以降旱紘で虫害ありとの記載あり。

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／旱魎被害

農作物の状況／琉新Ｍ､37.11.11／pp553-554／旱魅／Ｍ､３７

内容：「七十四五年以来」の旱紘による各種作物の被害状況詳報。例えば甘蕨・甘藷共に平

均５割前後が被害に。

備考：－

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／旱魎被害

善後策／琉新Ｍ､37.12.19／pp554-555／旱紘／Ｍ３７

内容：Ｍ､３７の旱mjiの被害状況について県庁の調査委員による調査表に基づく概説。被害

総額４０１万４１４８円。

備考：－

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／島尻郡の

暴風被害／琉新Ｍ､38.11.7／pp559／暴風／Ｍ､38.11頃

内容：暴風による島尻郡７間切における農作物の被害高。知念の場合、廿薦６割、甘藷４

割、秋稲９割が被害に。

備考：－

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／島尻郡の

農作被害／琉新Ｍ88.11.9／pp559／暴風／Ｍ､38.11頃

内容：暴風による島尻郡の被害状況と農作物の被害高。廿蕨・甘藷ともに５割前後、秋稲

8割以上が被害に。

備考：－

・知念村史／第一巻／資料編１知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／島尻郡の

砂糖景況／琉新Ｍ､41.7.14／pp600／旱紘／Ｍ､４１

内容：旱越が長く続いたため、砂糖の生産高が予想高よりも減少とのこと。郡内村別産出

高一覧。

備考：－

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／島尻郡暴

風被害／沖毎Ｍ.42.9.18／pp621／暴風／Ｍ､42.9頃

内容：島尻郡内各村の家屋と廿薦に対する暴風被害高一覧。廿蕨被害は平均２割７分余゜

－２７５－
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備考：

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／新発見の

害虫／琉新Ｔ､3.6.17／pp､684／虫害／T､3.6.14～

内容：豊見城村真玉橋付近で発生した甘蒔害虫についての解説と駆逐方法について。

備考：「亀井技手談」

・知念村史／第一巻／資料編１知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／新害虫の

研究／琉新、3.6.19／pp685-686／虫害／T､3.6.14～

内容：新害虫の詳報と駆除方法。真和志村字国場、与儀、古波蔵、豊見城村字真玉橋が被

害を受けており、被害程度は約３割。

備考：－

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／久高島の

風害／琉新Ｔ､3.10.7／pp692／暴風／T､3.9.5-6

内容：暴風により久高島の農作物全てが枯死し、島民は食料に窮している。

備考：－

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／久高島民

の窮状／琉新Ｔ3.10.11／pp､692／暴風／、3.9.5-6

内容：上記の続報。

備考：－

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／生活に窮

せる久高島民△同情ある人々の救護▽△松方郡書記の視察談▽／沖毎Ｔ3.10.28／

pp､693.694／暴風／、3.9.5-6

内容：松方郡書記による久高島視察後の被害状況報告。特に農作物の被害状況について。

備考：－

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／生活に窮

せる久高島民（続）△同情ある人々の救護▽△松方郡書記の視察談▽／沖毎ｍ3.10.29／

ppJ694-695／暴風／Ⅲ3.9.5-6

内容：上記の続き。特に島民の生活状況について。

備考：－

・知念村史／第一巻／資料編l知念の文献史料／知念村役場／1983年１２月／島尻郡の

豆作／琉新Ｔ､6.12.10／pp､736-737／天候不順／T､５

内容：前年は天候不順で収穫が少なかった、との記載有。

備考：－
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座間味村

・座間味村史／下巻／戦争体験記資料編索引／座間味村役所／1989年７月／慶良間

の暴風被害／琉新Ｍ､39.6.7／pp465／暴風雨／Ｍ､39.5.23

内容：座間味間切における米･西瓜･粟･黍の台風被害状況について。

備考：－

・座間味村史／下巻／戦争体験記資料編索引／座間味村役所／1989年７月／島尻郡

各離島の旱害／琉新Ｔ､2.10.23／pp489／旱紘／T､２

内容：旱魅による座間味村のその年の廿蒔被害見込みについて。

備考：－

渡名喜村

・渡名喜村史／上巻／－／渡名喜村／1983年３月／渡名喜島の飢饅／琉新Ｍ､31.9.23／

pp770-771／暴風／?､６．４，２９

内容：雨が１滴も降らない２度に渡る暴風により粟は実らず、甘藷も８分通りで蘇鉄を食

しているが飢饅状態であること。

備考：－

・渡名喜村史／上巻／－／渡名喜村／1983年３月／渡名喜島の惨状／琉新、4.2.16／

pp779-780／暴風／Ⅲ3.6-9

内容：８度に渡る暴風により農作物が壊滅的な被害を受けたことについての詳報。

備考：－

・渡名喜村史／上巻／－／渡名喜村／1983年３月／渡名喜島現況／琉新Ⅲ4.2.24／

pp780-782／暴風、虫害／、３

内容：暴風に続き、10-11月に害虫被害により甘藷を始めとした農作物が枯死し、飢饅に

陥ってる状況について。

備考：－

･渡名喜村史／上巻／－／渡名喜村／1983年３月／飢饅彙報／琉新、42.25／pp782-783

／飢饅／－

内容：記者の手帳からの飢鰹についての補足。粟国より蘇鉄を購入、１１－１月まで購入高計

１５万８４００斤。

備考：－

北大東村

･北大東村誌／－／－／北大東村役場／1986年６月／大東島の暴風・死者数名を出す／

－２７７－
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琉新Ⅲ1.10.30／pp884／暴風／T1.9.22

内容：大東島およびラサ島における台風被害状況について。

備考：－

先島関係

石垣市

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山の暴風基隆

の大海噸／琉新Ｍ31.8.9／pp､61／暴風／？

内容：八重山の台風被害状況。人家100戸吹き倒される。

備考：台湾の基隆にも被害。

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／19838／八重山だより／琉

新Ｍ､31.9.2／pp61-62／獣害・地震／Ｍ２９~、Ｍ､31.9.1

内容：八重山における鼠被害と地震被害について報告。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山島の竜巻／

琉新Ｍ､31.10.25／pp､69／竜巻／Ｍ31.9.13

内容：石垣島の竜巻被害について。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山旱魅の被害

／琉新Ｍ､35.4.27／ppl44-145／旱魅／Ｍ35.1.2～

内容：八重山郡下における旱魅による農作物被害の状況。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山旱魅後報／

琉新Ｍ35.5.7／ppl45／旱魅／Ｍ35.1.2～

内容：八重山における旱魅による農作物被害について。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山の暴風景況

／琉新Ｍ､35.8.21／ppl53／暴風／Ｍ､35.8.8

内容：八重山における台風被害の状況。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山暴風雨の被
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害状況／琉新Ｍ､36.8.25／pp195／暴風雨／Ｍ､368.13

内容：八重山における台風被害の状況。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／与那国の暴風雨／

琉新Ｍ､36.9.7／pp､195-196／暴風雨／Ｍ36.8.12

内容：与那国島における台風被害の状況。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／19833／両先島の暴雨／琉

新Ｍ､37.8.21／pp､232／暴風雨／Ｍ､37814~１６

内容：宮古八重山両郡における台風被害の状況。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／旱害視察員帰庁／

琉新Ｍ､37.11.11／pp､239／旱魅／－

内容：－

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／19833／八重山郡旱魅被害

の概況／琉新Ｍ､37.12.13／pp､239.240／旱魅／Ｍ37.7~8(旧暦）

内容：八重山における農作物の被害および飲料水の欠乏状況について。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／旱紘と各郡の損害

／琉新Ｍ､37.12.17／pp241／旱魅／Ｍ､３７

内容：沖縄県下各郡の旱魅被害額一覧。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／19833／暴風概況／琉新

Ｍ､39.10.24／pp287-288／暴風雨／Ｍ､39.10.20~２１

内容：八重山の台風の勢力に関する情報。

備考：Ｍ､38.11.3にも台風ありとの記載あり。

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山風害の状況

／琉新Ｍ､39.10.24／pp288／暴風／Ｍ､39.10.21

内容：八重山の暴風による家屋被害について。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山の暴風被害

－２７９－
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／琉新Ｍ､39.10.30／pp288／暴風／Ｍ､39.10.21

内容：八重山の暴風被害状況について、その被害数を掲示。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／与那国の飢饅／琉

新Ｍ40.625／pp,323／暴風による飢饅／Ｍ､３９前後２回

内容：与那国島が台風により飢饅にあるということについて。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山の火災／琉

新Ｍ43.10.11／pp461-462／火災／Ｍ､43.10.9

内容：９日に発生した火災について。強風に煽られ大火となり、戸数３９、軒数６３消失。

鰹製造工場２軒も類焼。

備考：１０日発の八重山電報。地域不明。

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山だより／琉

新Ｍ､43.10.28／pp462／火災／－

内容：９日の火災に言及。

備考：那覇港の三浦丸沈没についても触れている。

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山火災の義金

募集／琉新Ｍ､43.11.19／pp､464-465／火災／－

内容：９日の石垣島での火災の被害状況と、義損金の募集について。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／暴風被害状況／沖

毎ｍ2.7.25／pp560-561／台風／T27.18

内容：１８日の八重山地方での台風の被害状況、特に波照間島と与那国島について。波照間

島で２名死亡。与那国島では負傷１０名、家屋全壊３００戸、損害価格約５万円。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山の暴風被害

／琉新Ｔ､3.9.24／pp､601／台風／T,３

内容：Ｔ､３年に八重山を襲来した台風について。その数８回で被害も甚大、Ｔ､３．４は、島民

の生活苦が予想されるとのこと。

備考：来覇した大浜用要氏の談。

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山の暴風雨／

沖毎Ｔ､3.10.2／pp601-602／暴風雨／T､3.9.28-29／

内容：八重山郡を襲来した台風の被害状況について。

－２８０－



備考：

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山大火百戸消

失／琉新、7.2.5／pp､742／火災／T､7.2.2

内容：夜１１時頃に発生した石垣村字石垣と新川での大火の被害状況。翌３日午前２時ご

ろ鎮火。原因は不明。民家100余戸消失。人畜への被害はなし。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八重山の大火詳報

／琉新、7.2.6／pp743／火災／－

内容：上記の大火の火元と損害見積高について。その額約２万５千円。

備考：八重山電報

・石垣市史／＝／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／石垣村会議員証跡

整理協議／先新Ⅲ7.2.15／pp746／火災／－

内容：７日に行われた石垣村会議員による２日の火災の焼跡の善後策の協議について。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／暴風被害の状況／

先新、7.10.15／pp802／暴風／Ⅲ7.10.4

内容：４日の暴風による石垣村の被害状況について。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代４新聞集成Ｉ／石垣市役所／1983.3／八月廿四曰より廿

六日に至る勵風／先新、8.9.5／pp856-857／台風／皿8.8.24-26

内容：24-26日の台風について。八重山郡は大きな被害なし。

備考：Ｍ３１－ｍ８までの８月に沖縄本島を襲来した台風情報についても掲載。

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／観音堂の火事

／八新、10.2.21／pp59／火災／T､10.2.14

内容：石垣村（当時）の観音堂の火事について。原因は、参詣者の火の不始末（｢電を造り

火を炊いて｣)。午後８時発火、午後９時鎮火。拝殿１棟焼失。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／石垣村の大旋

風／八新、0.5.21／pp､86／竜巻／、10.5.17

内容：午後８時半頃に石垣港南東から到来した雨を伴った竜巻の被害状況について。被害

は、家屋全潰によって１名が軽症。

備考：－
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･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／新川一角の大

火／八新Ｔ､10.10.11／ppll3-114／火災／、10.10.4

内容：石垣村新川で発生した大火の被害状況について。火元は児玉商店の鰹乾燥室。午前

１２時頃発火、午後１時頃鎮火。被害総額は役１万３千円。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／石垣大川両字

の雨騒動／八新Ｔ､112.21／pp､143-144／雨／－

内容：字石垣と字大川における降雨時の排水問題について。下水設備がないため、雨のた

びに－面が浸水し被害甚大とのこと。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅲ／石垣市役所／1987年３月／宮古島八十年

来の大暴風／先新Ｔ11.9.25／pp204-205／台風および火災／T､11.9.10．

内容：１０日に宮古に到来した台風の被害状況。倒壊家屋1750余戸、死者１１名、負傷者

多数、鰹漁船５艘沈没などの被害有り。小学校も多数倒壊したため閉鎖。また、火災も発

生し、１１戸全焼などの被害有り。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／広告(宮古島

大暴風の義損金募集)／八新、1.10.11／pp､208／台風／、11.9.10

内容：１ｏ日に発生した宮古での台風被害に対しての義損金寄贈を請う広告。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／義損金送付／

八新Ｔ11.11.21／pp､221／－／－

内容：上記の義損金を宮古島司に送付したことの報告。額は２４７円１１銭

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅲ／石垣市役所／1987年３月／宮古島司より

義損金寄送の礼状／先新、11.11.25／pp､222／－／－

内容：上記の義損金を受理した宮古島司からの礼状。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／沖縄県下の暴

風雨／八新Ⅲ2.8.21／pp303／暴風雨／T､12.8.6

内容：沖縄本島に上陸した台風被害について。風速４０ｍに達し、人畜、農作物被害甚大。

家屋も倒壊。汽車も保名橋で突風に吹き飛ばされ、２０尺の断崖上から墜落。与那原港内の

２１艘の漁船も沈没、死者行方不明多数。

備考：－

－２８２－



・石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／八、九日頃の

烈風で本郡の甘藷被害甚大／八新、12.10.21／pp､309／暴風（台風）／T､12.10.7-9

内容：八重山郡を襲った台風の被害状況について。離島は野菜と甘藷がほぼ全滅のため、

蘇鉄を食べているとのこと。特に黒島は蘇鉄も食べつくし西表に採取に出向いてるとのこ

と。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／石垣市役所／1987年３月／

新川の火事／八新、13.4.21／pp339／火災／T､13.4.17

内容：午後６時３，４０分頃新川で火災。火元は｣||勝富四郎氏の鰹製造工場。原因は繭の乾

燥中に発火。午後８時ごろ鎮火。被害総額約１万３千円。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／被害甚大を極

む近年稀なる豪雨／八新、13.7.21／pp､356-357／豪雨と台風／、13.7.14-16

内容：豪雨による石垣島の被害状況について。１４日の最大降水量は、１８９８年８月６日の

記録を越えて９６，３を記録。宮良川は３日間川止め、その他田畑作物と牛馬の流出の被

害甚大。

備考：－

・石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／報告書(海底

爆発々見ノ件)／先新、13.11.5／pp､374／海底爆発／、3.10.31

内容：大阪商船株式会社所有の宮古丸の船長加納直市氏による鳩間島附近の海底での爆発

に関する電報での報告。報告先は沖縄県庁、八重山島庁、那覇測候所、八重山測候所、神

戸海洋気象台など。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／鳩間海底爆発

詳報／八新Tl13.11.11／pp375／海底爆発／、13.10.31

内容：基本的に上記と同じ文章。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／１９８７年３月／鳩間附近の海

底爆発で石垣島の騒ぎ／八新Ｔ､13.11.11／pp375／海底爆発／－

内容：３１日の鳩間島附近の海底爆発について、石垣島でユタが津波が来襲すると予言した

ため、大騒動が生じた件について。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／号外再録(鳩
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間近海大爆発)／八新、13.11.11／pp375／海底爆発／T､13.10.31

内容：－

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／十数年来曾て

見ざる八重山の暴風雨／八新、14.9.1／pp､432-433／暴風雨／T､14.8.26

内容：２６日に到来した暴風雨による与那国島を除く八重山郡での被害状況について。１０

数年間未曾有の暴風雨だとのこと。被害総額は約４０万円、死者６名、重軽傷12名。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／本郡の暴風雨

／八新、15.8.21／pｐ483.484／暴風雨／T､15.8.13-15

内容：八重山郡に到来した暴風雨の被害状況について。竹富村の被害が甚大。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／暴風雨災害取

調表／先新、15.8.25／pp486-487／暴風雨／－

内容：八重山郡各村ごとの暴風雨での被害についてのデータ一覧。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／十四日の暴風

被害後報／八新、15.9.1／pp488／暴風雨／、15.8.13.14

内容：13-14日の暴風雨での竹富村の被害状況のデータ。全壊家屋253、行方不明者４，

被害総額181,294円など。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／暴風とさんぱ

し／先新Ⅲ15.9.11／pp､489／暴風／Tl4-15

内容：－

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／十五日の暴風

最大風速五十三米／八新Tl15.9.21／pp492-493／暴風雨／T・'5.9.15-17

内容：１５日に八重山郡を襲撃した暴風雨による被害状況について。

備考：－

･石垣市史／－／資料編近代５新聞集成Ⅱ／石垣市役所／1987年３月／食料の欠乏／

八新Ｔ15.101／pp493／旱害と暴風／、１５

内容：－

備考：－

－２８４－
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八重山地震津波、1987,『月刊地球』９号

加藤祐三

八重山地震津波（1771）の遡上高、1987,「地震」２輯４０巻８号

加藤祐三・大山春翠

琉球列島多良間島での八重山地震津波：Ⅱサンゴ礁岩塊から推定した津波の挙動と伝承

との対比、1987,「琉球大学理学部紀要｣４５号

加藤祐三・日高和己・川野良信・新城竜一

琉球列島多良間島での八重山地震津波（1771）：１．サンゴ礁岩塊の移動と津波遡上高、

1988、「地球科学」４２巻２号

島尻克美

宮古島の大津波に関する－史料、1988,『文化課紀要』５号

松本剛

明和の大津波を通して見えてきた海洋底の素顔、2006,「季刊沖縄』３０号

加藤祐三・森宣雄

１８８２（明治15）年７月２５日沖縄島南部の被害地震の発見、1995,「地震」２輯48巻

森宣雄・加藤祐三

１８８２（明治１５）年７月２５日沖縄島南部被害地震関係史料解題、1996,『琉球大学理学

部紀要』６２号

加藤祐三

１９０９（明治42）年８月２９日沖縄島南部の被害地震の新史料、1997、「地震』２輯49巻

何名俊男・伊達望ほか

石垣島における１７７１年明和津波の遡上高と岩塊の移動、2000,「第１７回歴史地震研究
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豊見山和行

「大波寄場侯次第」中の海運関係史料、2004、「琉球王国における海運と漂流・漂着に

関する研究｣、琉球大学教育学部

何名俊男

総論・沖縄の自然災害、2007,『
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沖縄の地震活動について、2007、

加藤祐三

沖縄の津波と防災、2007、同上
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